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1. はじめに 

ダイヤモンドライクカーボン（DLC）膜は，

高硬度，低摩擦係数，化学的安定性などの優れ

た特性から，工具，金型，摺動部材などに応用

されている。さらに，DLC 膜にフッ素を添加

したフッ素含有 DLC（F-DLC）膜は DLC 膜と

比較して摩擦特性，撥水性などが向上する 1, 2)。

本研究では，フィルタードアーク蒸着法により

F-DLC 膜を形成し，その特性を分析した。 

 

2. 実験方法 

DLC（テトラへドラルアモルファスカーボ

ン；ta-C）膜および F-DLC 膜は T 字状フィル

タードアーク蒸着（T-FAD）装置 3)を用いてシ

リコン（Si）基板および超硬（WC-Co）基板に

形成した。基板にパルスバイアスを印加した。

炭素源は黒鉛，フッ素源は直鎖状の構造を持つ

テトラデカフルオロヘキサン（C6F14）と炭素

の六員環構造を持つテトラデカフルオロメチ

ルシクロヘキサン（C7F14）とを用いた。 

形成した膜について，走査型 X 線光電子分

光分析装置（XPS；アルバック・ファイ，PHI 

Quantera SXM-CI），顕微レーザーラマン分光光

度計（日本分光，NRS-1000；レーザー波長 532 

nm）などを用いて分析した。 

 

3. 結果と考察 

Fig. 1 に Si基板上に形成した DLC 膜および

F-DLC 膜の XPS スペクトルを示す。この結果

から，F-DLC 膜中にフッ素が含有されている

ことを確認した。 

Fig. 2 に Si基板上に形成した DLC 膜および

F-DLC 膜のラマンスペクトルを示す。図にお

いて DLC 膜の強度を 3倍にした。F-DLC 膜で

はDLC膜と比較してDバンドの強度が強くな

り，G バンドが低波数側へシフトした。 

以上の結果から，DLC 膜に比べて F-DLC 膜

は sp
2構造の割合が多かった 4)。 
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Fig. 1. XPS spectra of DLC and F-DLC films. 
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Fig. 2. Raman spectra of DLC and F-DLC films. 
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